
そ変

長己

策
し
、
忍
有
数
年
の
一
試
鍬
を
総
、
社
会
万
般
、
時

々
…
常
軌
に
復
し
、
斯
学
の
民

価
、
一
杯
び
世
に
光
彩
在
放
た
ん
と
す
る
今
日
、
東
京
文
班
科
大
学
漢
文
株
会
報
最

終
記
念
号
、
や
が
℃
は
、
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
報
館
十
五
号
の
母
体
た
る
ベ

き
木
会
報
が
、
第
六
阿
波
洋
大
会
並
び
に
総
会
在
期
し
て
、
刊
行
さ
れ
る
と
と
は

え
こ
ま
い
足
袋
く
、

丈
全
斗
犬
、

2
H
K
3
1
4

、
主
務
〈
オ
寺
会

あ
る
い
は
、
斯
学
発
展
の
た
め
、
腿
貨
に
堪
え
な
い

も
の
で
あ
る
。

木
会
報
作
製
に
当
ク
て

は
、
作
一
議
当
初
よ
りJ
、
完
成
の
今
日
に
不
一
る
問
、
編
一料

諸
般
の
不
備
は
勿
論
、
加
う
る
に
、
川
版
事
情
の
好
転
未
だ
し
等
の
黙
条
件
下
に

終
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
事
に
、
委
員
会
主
中
心
と
せ
る
全
会
員
の
積
倒
的
な
る

協
力
k
得
て
、
御
高
覧
の
如
く
、
木
号
は
、
一質
、
長
共
に
記
念
口
す
と
し
て

の、

応

の
体
裁
在
務
え
得
た
の
で

あ
る
。
従
ク

て
、
本
会
報
に
隠
し
、
新
し
、
議
辞
あ

り
と
せ
ば
、
一
安
員
会
左
中

心
と
せ
る
役
会
見
の
熱
煮
に
帰
す
べ
く
、
若
し
批
判
。

叱
五
あ
り
と
せ
ば
、
柄
糾
郊
の
不
手
際
に
帰
す
べ
き
か
。

と
ま
れ
予
本
会
報
完
成
を
数
日
後
に
控
え
、
牟
歳
の
迂
余
曲
折
の
跡
を
川
知
び
つ

L
A

、

.R
輿
社
松
間
氏
並
び
に
関
係
各
校
に
対
し
て
、

満
院
の
謝
・煮
た
表
し
、
以

て

〈
一
九
五
一一一
・
六
@
一
一
点
、

飯
問

。
絡
形
記
〉

後
記
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
入
年
六
月
二
十
日
印
刷

昭
利
二
十
人
年
六
月
二
十
五
日
発
行
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漢
文
民
十
令
ん
γ

報

発

汚?

行

紹

介東
京
文
理
科
大
学
教
授

文

学

博

士

東
京
文
理
科
大
学
助
教
授

日

炊

臼
た
リ
F
文

芝

司

u-
サ
/
氾
一
一
手

名

東
京
文
迎
科
大
学

助

手

東
京
文
班
科
大

学

助

手

京
文
抑
制
科
大
学
研
究
生

熊
木
女
子
大
学
助
数
授

鹿

児

島

大

学

助

教

授

東
京
教
育
大
学

前

向

川

占

i
E
L
か
八円、
j

ミ
pr
一
ー
刀

に

γ

内

万
五
だ
乙
ド
ブ
弓

応

寺

内

1
Jご
t
f、
日
口
ιγ
こ
を
エ
「
け
け
て
し
l
rし
ミ

内

芳一万
J
J
j

追
手
」
/
弓
府
川
相
ヲ
ヨ

内

国

会

図

書

館

旧

制

託

w

-t
J
、，C
51r
J
t
t
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コ

-
q
7寸
J

M
M
イ
担
J
ノ

(
非

寅
口
問
)

編

抑

制

責

任

表

弁

宇

三

郎

印

刷

所

株

式

会

社

正

興

社

千
代
間
反
一
丸
ノ
内
丸
ピ
ル
七
四
人

今
漢京

文教

育

大

串

町
内
守

合
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